
1. 「夢」に対する新たな捉え方 

多くの生徒が、夢を「将来の職業」や「収入」と結びつけて考えていたこれまでの認識を

改めました。 

· 夢は身近にある： 夢とは遠い存在ではなく、自分の好きなことや大切にしているも

のの延長線上にあるという気づきが多く見られました。 

· 「叶えるため」だけではない： 夢は単に達成するだけのものではなく、「大変なこ

とを楽しめるようになるため」や「夢に向かって歩き続けること自体」に意味があ

るという考えに、多くの生徒が感銘を受けています。 

· 職業は手段： 「なりたい職業」そのものが夢なのではなく、その職業を通じて「何

をしたいか（目的）」が重要であると理解が深まりました。 

2. 「目的」と「目標」の明確な違い 

「目的」と「目標」を混同していた生徒にとって、その違いは大きな発見となりました。 

· 目標は方法、目的は理由： 「良い点を取るために勉強する」のは目標であり、その

先にある「誰かを幸せにする」「社会に貢献する」といった「なぜそれをするのか」

という目的を見失わないことの大切さを学んでいます。 

· 目的が自分を強くする： 自分のためだけの目標は挫折しやすいが、誰かのための目

的があれば困難も乗り越えられるという話に共感が集まりました。 

3. 社会人としての在り方と他者評価 

「社会人」という言葉の定義についても、生徒たちの意識が大きく変化しました。 

· 評価は他人が決める： 社会人は自己評価ではなく、「他人からどう評価されるか」

「自分以外の人にいかに尽くせるか」で決まるという厳しい現実に驚きつつも、納

得した生徒が多いです。 

· 「人財」を目指す： 4 種類の「じんざい（人罪・人在・人材・人財）」の話から、

当たり前のことを当たり前に、それ以上に徹底して行い、周囲から必要とされる

「人財」になりたいという決意が数多く見られました。 
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4. 仕事の価値とお金の意味 

仕事とお金に対する考え方も、感謝や感動というキーワードで再定義されました。 

· 価値＝感動の大きさ： 仕事とは単に作業をすることではなく、「想定以上の喜びや

感動を生み出し、提供し続けること」であると学びました。 

· お金は感謝の印： お金は物を買うための道具というだけでなく、「サービスに対す

る喜びや感動のお返し（感謝の印）」であるという捉え方に、多くの生徒が驚きと納

得を示しました。 

5. 「運の法則」と人間関係 

成功者の法則として語られた「運」や「人間関係」についての感想も目立ちます。 

· 運は人が運んでくる： 運は自分で掴むものではなく、人から信頼される行動を積み

重ねることで、他人が運んできてくれるものであるという教えが深く残っていま

す。 

· Give & Give： 見返りを求める「Give & Take」ではなく、「誰かのために与え続

ける（Give & Give）」精神が、結果として自分に返ってくるという考え方を大切に

したいという声が上がりました。 

· 人生はジグソーパズル： 今は無駄に思える経験（ピース）も、いつか必ず人生を完

成させるために必要なものになるという比喩に、勇気づけられた生徒が多数いま

す。 

6. 今後の行動に向けた決意 

講演を聞いた後の具体的な行動目標として、以下の内容が多く挙げられました。 

· 凡事徹底： 挨拶、感謝、掃除、返事など、当たり前のことを誰にも負けないくらい

徹底する。 

· 勉強の意味： 単に点数を取るためではなく、「将来誰かを幸せにできる人になるた

め」の準備として勉強に励む。 

· 周りへの感謝： 自分が今生活できているのは多くの人の支えがあるからだと自覚

し、周囲の人に感謝を伝える。 


